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 要 旨   

 

目的：反復測定により飲酒量の経時的変化を包括的に評価することで血圧変化との関連につ

いて新たな知見を得られる可能性がある。本研究は、長期的な飲酒の軌跡と量と、血圧（B P）

および脈圧（PP）の変化との関連を検討した。 

 

方法：Korean Multi-Rural communities Cohortは、韓国の 3つの農村郡の地域住民からな

る前向きコホートであり、2005 年〜2009 年に心臓病、脳卒中、がんの既往がなく、40 歳以

上の 8576人が参加した。本研究は追跡調査（中央値 5.3年）を含めた全 3回の健康診断を受

診した非高血圧者 1682 人（平均年齢 59.2 歳、男性 37.7%）を対象とした。飲酒状況は健康

診断時に質問票を用いて、生涯を通じた飲酒の有無、現在飲酒歴、現在飲酒者における過去 12

ヶ月のアルコールの種類、平均飲酒頻度、１回あたりの飲酒量を調査した。飲酒量に関する評

価は、男性が 30 ml/日（2単位）以上、女性は 0 ml/日以上を分類基準とした。主要アウトカ

ムであるベースラインから 3回目健診時のBPとPPは標準化された方法で２回測定の平均値

とした。一般線形モデルおよび Tukey のポストホック比較検定、飲酒量は多変量モデルによ

り各カテゴリーの中央値を連続変数とし、線形傾向検定を行った。 

 

結果：男性では、累積平均飲酒量 30 ml/日以上が収縮期血圧（SBP）上昇と関連した；ベース

ライン SBP未調整モデル（2.9mmHg、P = 0.032）, 調整モデル（3.6mmHg、P = 0.001）。

また直近の飲酒量と SBPは有意な関連を認めた；ベースライン SBP調整モデル（3.9mmHg、

P = 0.003）。PP はベースラインの PP 調整モデルでのみ同様の関連を認めた。男性の拡張期

血圧、女性の BP、PPは有意な関連が認められなかった。 

 

結論：飲酒と血圧の関連は、軌跡よりも 30 ml/日以上の飲酒が SBPの上昇に関連している可

能性がある。また最近の習慣的な飲酒は短期的に血圧上昇に影響する可能性が示唆された。 

 


